












※北九州 ESD 協議会：産学官民からなる緩やかなネットワーク組織 団体会員 76 団体（H30.3 月現在） 
 





・ 10 大学連携事業の拠点「北九州まなびと ESD ステーション」を「市の ESD 推進拠点」と
位置づけ、北九州 ESD 協議会による運営を開始。 
・ 北九州 ESD協議会に、専任コーディネーターを配置するとともに、北九州市立大学の学生
（平成 30年 11 月現在 12名）が同協議会に参画し、ステークホルダー交流会を毎月企画・
運営することとなった。 
〇平成 30年度  
・ 「環境首都北九州 SDGs アワード ESD表彰」を新設 
・ 第 19回日中韓環境教育ネットワーク(TEEN）シンポジウムを開催 
年 内   容 
2006（H18） 「北九州 ESD協議会」設立（9月）、RCE認定（12 月） 
2007（H19） 「北九州 ESDアクションプラン 2006～2014」策定 
2012（H24） 市環境局環境学習課に ESD推進係を新設 
2013（H25） 「北九州まなびと ESD ステーション」を開設（市内 10 大学連携の拠点） 
「第 6回アジア太平洋 RCE地域会議」「記念国際シンポジウム」を開催 
2014（H26） ESDに関するユネスコ世界会議（岡山・名古屋）に参加 
2015（H27） 「北九州 ESD検討会」設置（ユネスコ GAP等を踏まえたプラン策定会議） 
2016（H28） 「北九州 ESDアクションプラン 2015～2019」策定 
北九州 ESD協議会 設立 10 周年記念式典及び交流会開催 
2017（H29） 北九州 ESD協議会新活動体制がスタート（4月～） 
同協議会、「地方自治法施行 70 周年記念総務大臣表彰」受賞 
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３ 取組体制  
  
〇北九州市環境局総務政策部環境学習課： 
  課長１（兼務）、係長１、係員１ 
〇北九州 ESD協議会： 












４ 本市の SDGs 推進と ESD 
（１）SDGs 推進の動き 
・平成 29年 12 月、第 1回「ジャパン SDGsアワード」特別賞を受賞 
・平成 30年 4月、OECDより「SDGs 推進に向けた世界のモデル都市」に選定 
・平成 30年 6月、国より「SDGs未来都市」及び「自治体 SDGsモデル都市」に選定 
  ESD推進は、SDGs 推進の評価を、主に社会的側面から下支えするものである。 
北九州 ESD 協議会広報誌「未来パレットだより（H29.9.30 発行）」
より 
ESD 表彰 募集チラシ 
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（２）地方創生について 
本市の地方創生総合戦略の柱の一つとして、「時代に合った魅力的な都市をつくる」ことが
謳われている。市民がこのまちを愛し、このまちで働き、住み続けたいと感じるまちとなるよ
う、シビックプライドを醸成し、魅力的なひとづくりやまちを創造することに、ESD推進が資
すると考えている。 
本市は、20～30代の人口流出が大きな課題であるが、積極的に展開されている大学生の ESD
活動は、若者のシビックプライド醸成に確実に寄与しており、企業に対する ESD・SDGs 推進の
事業展開との両輪により、若者の地元定着に繋がることを期待している。 
 
  
